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三．結びにかえて
　今回、“ 毛猴 ” についての現地調査を通して、利益の
少ない “ 非物質文化遺産 ” に対する保護の必要性を感じ







り）の五ヶ所では、“ 毛猴 ” の作品は他の展示品よりも
































　2012 年 11 月１日から 3 週間にわたり非文字資料研
究センターの派遣研究員として北京師範大学を訪問し、






二．北京の “ 非物質文化遺産 ”―“ 毛猴 ”（hairy monkey）
について










　“ 北京毛猴 ” は “ 中国蝉蜕 ” とも呼ばれでいる。その
学名は “ 昆塑 ” であり、虫を用いる彫塑の意を表す。






北京の “ 非物質文化遺産 ”




 名前 派遣先 派遣期間
 于　飛 北京師範大学文学院　民俗学与文化人類学研究所 2012 年 11 月  1 日～ 11 月 21 日
 姚　琼 ブリティッシュコロンビア大学　アジア学科 2012 年 11 月  1 日～ 11 月 20 日
 須崎　文代 フランス国立高等研究院　東アジア文明研究センター 2012 年 10 月 19 日～ 11 月  7 日
 王 新 艶 中山大学　中国非物質文化遺産研究中心 2013 年  2 月 18 日～  3 月 10 日
 李　德雨 サンパウロ大学　日本文化研究所 2013 年  2 月 17 日～  3 月  9 日
　　図 1　“ 毛猴 ” を作る原料

































Sunahara）が書いた『The Politics of Racism: The 






































































工の数は 1710 万人に達した。1989 年の 117 万と比べ、
20 年間で 14.6 倍に増えた。同じく広東省に属する「世
界工場」と呼ばれる東莞市も、2012 年までに外来農民
工数が当地人口数の 3 倍余となって、523.46 万人となっ
た都市である。したがって、今回の調査は広東省の広州
市と東莞市を選んだ。






















































ジャンヌレ邸（Villas La roche et Jeanneret, 1923-5）、
サヴォア邸（Villa Savoye, 1931）、ル・コルビュジエの
アパルトマン（L’appartment 24 N.C., 1931-4）、ロンシャ
ン礼拝堂（Notre-Dame-du-Haut, 1950-55）を訪問した。
また、コルビュジエ財団が発行する関係資料を入手する
ことができ、見学不可能なものの資料的補足が可能と
なった。建築・文化財博物館では、彼の住宅作品のひと
つである、ユニテ・ダビタシオン（Unite d’habitation, 
1945-52）の実物大模型が展示され、台所空間を実見で
きた。台所近代化に大きな影響を及ぼしたとされるコル
出稼ぎ「農民工」の生活現状及び都市における
民俗事象に対しての受容
―広州市、東莞市における「農民工」を事例に―
王 新 艶
（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）
